
 

佐屋地区 協議体
〜笑顔あふれる協議体〜

子どもの下校が

心配で、散歩しながら

見守りをしているよ。

移動支援について
スクールガードについて

これから外出するのも

車がないと困るなぁ・・
いろんな話題が出る中から、

メンバーが情報収集を行っています。

佐屋中学校の現状を

聞いてみた！

市江小学校区

下校時に子どもが一人で歩いているのを見

かけたので、見守りを始めたが、下校時刻等

がわからないので、待っていても誰も来ない

日があった。時間割等がわからないから仕方

ないかな・・

コーディネーターが、市江小学校に現状を

聞いてみることにしました。

市江小学校の現状を

協議体にて説明しました。

巡回バス

巡回バスは上手く利用する

と近隣市町に行くことができ便利かも。

蟹江町（お散歩バス）津島市（ふれあいバス）

弥富市（きんちゃんバス）の時刻表を集めてき

ました。

近隣市町との乗り継ぎはどうなっているのかな？

コーディネーターが、「青木酒造で酒造見学」

をコースした巡回バスの企画に参加。

ゴミ捨てが大変な方のゴミ袋に

印（シールやリボン等）を付けて

玄関先に出しておく。

それを確認したら、近くの人が

一緒に出してくれるようなことが

できるといいね。

巡回バスはとてもいい資源なので、活用方法

を考えていきたい。

中学生が登校途中に出し

てくれるといいな・・

中学生のボランティア

活動の現状を確認してみ

ては？

いつもメンバーの何気ない

ひと言から広がる話題



 

立田地区 協議体
〜絆の強さＮｏ．１〜

地域の見守り活動ならできるかも・・

町内行事は参加者が減ってるなぁ

いろいろな情報が

集まってます！

その中から・・

サロン活動したいけど・・

どうしたらいい？

喫茶店で茶話会は？

町内の老人クラブに声をかけてみよう！

みんなが賛同してくれた。

班ごとで日にちを決めて、

見守り活動をすることに！

コーディネーターが、津島警察署に行って

見守り活動のご指導をいただいた。

「活動をするのに車に看板が欲しいね。」と

話していたら・・

「看板つくるよ！」と老人クラブの参加者の

中から言ってくれる人がいて、立派な看板を

班に１枚づつ作ってくれた。

みんなのアイデアが活動に！

立田地区の魅力を再発見！

今ある資源を使って地域活性化！

足りない資源は何？

メンバーのアイデアで

ニーズと資源のマッチング



 

佐織地区 協議体

〜ふれあいを大切に活動中〜

協議体の話題から・・

＜買い物で困っている人いるよ＞

・喫茶店で野菜の店頭販売をして

るよ。

・ネットサービスの利用は？

高齢者はネットが苦手な方が多い

＜協議体のＰＲ方法どうする？＞

・まずは、協議体を知ってもらうことが大切かも。

・協議体の開催場所を毎回変えて、各コミュニティ

センターでやってみるとＰＲにもなるかも！

＜移動方法どうする？＞

・高齢になると、通院や買い物に

行くのが大変になってくるね。

・巡回バスの時刻表をわかりやす

くしたら、利用しやすいかも。

＜担い手不足どうする？＞



 

八開地区 協議体

「あいさいか」
”あいさいか”では、買い物をしたものを

配達してくれるよ。

喫茶店「むぎ」・「赤とんぼ」・「角長」

女性高齢者が、いつも集まってモーニングしてるよ。

「お寺」
お寺の行事で檀家さんが集まっているよ。

集まってくる人は、高齢者が多いよ。

夏休みには子ども会でラジオ体操をしているよ。

協議体メンバーがお寺の総代をしていて、

「お寺の報恩講の際、高齢者が多いから何かできないだ

ろうか？」と思い、社会福祉協議会に相談。

報恩講で社会福祉協議会の業務内容の説明を行いました。
福祉事業に関心をもっていただける機会になりました。

高畑町「老人クラブ」

集会所で老人クラブの方が茶話会をしているみたい。

〜茶話会から始まる情報収集〜

協議体メンバーが活動中！
協議体での話しから・・

「自分にも何か出来ることがあるかなぁ・・」と

情報収集をする人。実際に活動につなげた人。

メンバーみんなが、住みよい町にするための活動を
始めました。

協議体では、みんなの情報とアイデアがいっぱい。

「赤目福祉支援隊」

赤目町“お食事会”が始まりました。

開治小学校「スクールガード」

開治小学校の校長先生に、開治小学校のスクールガードの

現状を聞きに行きました。

これをきっかけに、地域の人にも小学校の下校時の見守りを

していだだけるように、老人クラブの役員会で生活支援コー
ディネーターが、協議体についてのお話をさせていただきました。

小判山「長楽寺」

情報から活動へ

地域の情報を集めて

そこから出来る事、

つなげるところを

探し始めています。

協議体に参加しているメンバーが、「自分達で出来ることを

やってみよう！」と始まった、赤目町“赤目福祉支援隊”の

お食事会！！

スタートは独居の高齢者の孤立を防ぐために始めたのですが、
地域の高齢者の方も参加したいとの要望が多くあり、町内の高齢

者の方ならどなたでも参加できるようになりました。

お食事会だけに終わらず、高齢者の困りごとなどを聞ける居場所

にしていきたいと、活動をしています。

情報は

まだまだ

たくさん

活動から

情報収集

活動から、高齢者の

ニーズの拾い上げを

行っています。

これからどうする？

赤目町「１００円ショップ」

近所のお野菜の物々交換から始まり、今では立派な

販売所！ 高齢者の憩いの場になってるよ。

「みんなの居場所」・「手助け」・「助け合い」

について考えていきます。

コーディネーターとメンバーの活動

メンバーの活動


